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どうする！？ 旧宝珠山小 P2

表紙/ 東峰学園給食交流会より（P12へ）

福岡県東峰村議会だより

P6ここが聞きたい！ 《一般質問》

P412月定例会トピックス



 

　

平
成
２７
年
か
ら
朝
倉
の
地

域
を
中
心
と
す
る
企
業
の
集

合
体
か
ら
、
旧
宝
珠
山
小
学

校
を
活
用
し
た
水
耕
栽
培
施

設
の
計
画
が
提
案
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
企
業
か
ら
の
説
明

で
は
、
主
に
グ
リ
ー
ン
レ
タ

ス
な
ど
の
高
機
能
野
菜
の
栽

培
を
予
定
し
て
い
る
。
初
め

は
１
階
部
分
を
改
装
し
て
栽

培
を
行
い
、
順
次
２
、
３
階

へ
拡
張
予
定
。
校
舎
改
装
の

た
め
の
村
か
ら
の
支
出
は
な

い
が
、
入
出
路
整
備
や
樹
木

伐
採
の
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
村
民
の
雇
用
や
賃
料
、

法
人
税
収
入
も
見
込
め
ま
す
。

　

当
日
は
３０
名
の
方
々
に
ご
参
加
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

意
見
交
換
や
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
い
た

だ
き
ま
し
た
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
今

回
の
旧
宝
珠
山
小
学
校
の
活
用
、
あ

る
い
は
水
耕
栽
培
施
設
の
提
案
に
つ

い
て
は
今
後
も
調
査
検
討
し
て
参
り

ま
す
。
調
査
・
検
討
結
果
等
に
つ
い

て
は
、
議
会
広
報
や
意
見
交
換
会
を

通
し
て
住
民
の
皆
様
に
お
伝
え
し
て

参
り
ま
す
。

ど
う
す
る
！？
旧
宝
珠
山
小

企業誘致について

理解できる

理解できない

わからない

未回答

8人

8人

3人

10人

水耕栽培施設利用について

理解できる

理解できない

わからない

未回答

1人

5人

5人

19人

 

● 学校の校舎にふさわしい使い方があるのでは。

● 旧宝珠山小学校活用については建物保存を第一に考えて。

● 校舎を宿舎に改装し、グラウンドを芝広場にすれば、合宿所になる。

● 村からの住民説明が後回しになっている。

校舎の活用等、その他

● 薬や肥料が下流に流れるのが心配。

● 農業関係に立派な建物を使わなくてもいいのでは。

● 土と空気と水がいいところで水耕栽培しなくてもいいのでは。

● 水耕栽培は雇用が少ないのではないか。

水耕栽培施設としての活用について

● 過去の企業誘致から学ばなければならない。

● 村内企業を応援し、成長を見守っていきたい。

● 若い人が定着するような企業誘致を。

● じっくり考えて企業を探してはどうか。

企業誘致について３０
名
ご
参
加
頂
き
ま
し
た

１１
月
１７
日（
木
）に
宝
珠
山
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
に
て
議
会
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
旧
宝
珠
山
小
学
校
の
活
用
に
つ
い
て
テ
ー
マ
を
絞
り
、
住
民
の
皆
様
の
意
見
を
拝
聴
し
ま
し
た
。

全員協議会（企業から説明）

全員協議会（企業から説明）

全員協議会（企業から説明）

議会意見交換会

京都府企業へ議員派遣

久留米市の研究施設へ見学

 平成27年　　8/26

平成28年　　9/6　

10/20

11/17

11/21
～22

11/24

水耕栽培施設企業提案の経過

議
会
意
見
交
換
会

参加者アンケート

参加者の意見（アンケート含む）



1 2 月 定 例 会 　  ト ピ ッ ク ス
　平成28年12月定例会は12月6日から12日までの会期で開催しました。

　条例の一部改正3件、計画の変更1件、28年度一般会計及び特別会計補正予算2件、意見書1件

を慎重審議し、原案どおり可決しました。また、9人の議員が一般質問を行いました。

※１　実施時期　平成29年4月1日より。

※２　国民健康保険の運営が平成30年度より都道府県へ移管される見込みです。

国
民
健
康
保
険
税
が

上
が
り
ま
す

             

（
平
均
７
・
９
％
増
）

　

東
峰
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
を
審
議
し
、
承
認
し
た
こ
と
に
伴

い
国
民
健
康
保
険
税
が
平
成
２９
年
４
月
よ
り
増

額
さ
れ
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
は
、
平
成
２７
年

３
月
に
一
部
改
正
を
行
い
、
平
成
２７
年
度
よ
り

税
率
を
２
年
間
据
置
い
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

生
活
習
慣
病
治
療
等
に
よ
る
医
療
費
支
払
い
の

増
加
や
、
医
療
の
高
度
化
に
よ
る
高
額
な
医
療

費
支
払
い
に
よ
り
、
医
療
費
が
年
々
増
大
し
た

た
め
、
２７
年
度
の
国
保
運
営
も
赤
字
と
な
り
一

般
会
計
よ
り
３
５
８
０
万
の
法
定
外
繰
入
（
赤

字
補
て
ん
）を
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

今
回
の
改
正
に
て
国
保
保
険
税
を
平
均
７
・

９
％
増
額
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
保
運
営
の
健

全
化
を
図
る
も
の
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
改
正
後
の
試
算
は
、
以
下

の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

所得金額
（給与年収）

世帯構成（年齢） 年　税　額

（単位：円）

世帯主（４５）

妻 （４３）

子 （１８）
（4,837,500）

300万円
２８年度 434,000

２９年度 475,100

（４５）

（４３）

（１８）

世帯主

妻

子
（2,872,000）

150万円

２９年度 301,100

２８年度 276,500

０万円
（1,030,000）

世帯主（６３）

（１人世帯）

増加負担額

41,100

24,600

1,350

２８年度 18,300

２９年度 19,650

第9回定例会（12月）議決結果一覧表 賛成：○　反対：●

議 案 一 覧

柳

瀬

弘

光

伊

藤　

均

梶

原

光

春

黒

川

隆

康

高

橋

弘

展

梶

原

文

明

髙

倉

寛

視

佐
々
木
紀
嘉

長

澤

貞

義

区　

分

補
正
予
算

そ
の
他

条

例

審
議
結
果

○　○　○　○　○　○　○　○　○東峰村一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条
例の制定について  （人事院勧告による給与及び勤務条件の改正）

可
決

○　○　○　○　○　○　○　○　○東峰村税条例等の一部を改正する条例の制定について
（法人税率及び軽自動車税の改正）

可
決

○　○　◯　◯　○　○　○　◯　◯可
決
東峰村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について
（国民健康保険税率の改正）

○　○　○　○　○　○　○　○　○東峰村過疎地域自立促進計画の変更について
（林道：五駄・土師山線の追加）

可
決

平成28年度東峰村一般会計歳入歳出補正予算（第4号）について ○　○　●　○　○　○　○　○　○可
決

地方議員の厚生年金加入を求める意見書について ○　○　○　○　○　○　○　○　○可
決

平成28年度東峰村国民健康保険事業特別会計歳入歳出補正予算
（第2号）について

○　○　○　○　○　○　○　○　○可
決

　農産物の６次産業化【１次（生産）２次（加工）３次

（販売）等を一体化したもの】と併せて、新商品の開

発及び既存商品の改良など特産品づくりの推進事業。

今回の予算は加工場等の適地調査、既存商品の改善

策の検討等。

①東峰村イッピンプロジェクト
　　　　　　　　　　（地方創生事業）

予算1100万円
（国交付金500万円・一般財源600万円）

　小石原焼の伝統的技法を生かした新デザイン開発

の支援や地域商社を担う人材の育成する事業。地域

の稼ぐ力を高めるため、マネジメント能力を有する

コーディネーターを招へいし、平成30年度の地域商

社設立を目指すものです。今回の予算は窯元の意向

調査や販路拡大に向けての調査等、地域商社設立へ

の準備費用。

②トーキコーディネーター
　プロジェクト（地方創生事業）

予算1200万円
（国交付金475万円・一般財源725万円）



06

ここが聞きたい！

議
員　
平
成
２７
年
よ
り
６５
歳
以
上
の

介
護
保
険
料
が
大
幅
に
上
が
っ
た
が
、

そ
の
仕
組
み
は
。

保
健
福
祉
課
長　
広
域
連
合
で
グ
ル

ー
プ
別
保
険
料
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

２
カ
年
の
実
績
に
基
づ
き
高
齢
者
１

人
当
た
り
の
給
付
費
の
高
い
順
か
ら
、

Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
に
区
分
さ
れ
、
保
険
料

が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
東
峰
村
は
Ａ

グ
ル
ー
プ
の
７
番
目
。

議
員　
Ｂ
グ
ル
ー
プ
に
戻
る
こ
と
は

可
能
か
。

保
健
福
祉
課
長　
計
画
の
見
直
し
が

３
年
ご
と
に
あ
り
、
平
成
２７
、
２８
年

の
実
績
に
よ
り
一
人
あ
た
り
の
給
付

費
が
上
か
ら
９
番
目
以
下
に
な
れ
ば
、

平
成
３０
年
度
か
ら
Ｂ
グ
ル
ー
プ
に
戻

る
こ
と
は
可
能
。

議
員　

こ
の
ま
ま
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
よ

い
の
か
。
村
長
の
見
解
は
。　

村
長　

村
と
し
て
も
給
付
費
の
抑
制

を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

議
員　

今
後
、
介
護
を
受
け
る
家
族

に
も
理
解
が
進
ま
な
い
と
抑
制
で
き

な
い
。
冊
子（
写
真
）を
配
っ
て
も
読

ま
な
い
の
で
、
伝
え
る
方
法
は
な
い

か
。

村
長　

口
コ
ミ
等
の
手
段
に
お
い
て

紹
介
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
考
え
て

い
き
た
い
。

1010

 

１
．
高
橋　

弘
展　

議
員

　
　
東
峰
村
の
介
護
保
険
料
に
対
す
る
考
え
は

 

２
．
伊

藤　

 

均  
 

議
員

　
　
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
建
屋
の
不
具
合
発
生
の
要
因
は

 
３
．
長
澤　

貞
義　

議
員

　
　
村
内
に
家
族
等
が
い
な
い
高
齢
者
へ
の
外
出
支
援
策
は

 

４
．
柳
瀬　

弘
光　

議
員

　
　
間
伐
材
を
利
活
用
す
る
考
え
は

 

５
．
梶
原　

光
春　

議
員

　
　
岩
屋
駅
前
と
岩
屋
公
園
の
整
備
状
況
は

 

６
．
黒
川　

隆
康　

議
員

　
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業
の
機
器
増
設
は
で
き
な
い
か

 

７
．
梶
原　

文
明　

議
員

　
　
国
道
２
１
１
号
線
の
危
険
個
所
の
対
策
は

 

８
．
佐
々
木　

紀
嘉　

議
員

　
　
低
迷
し
て
い
る
林
業
を
ど
う
支
援
す
る
の
か

 

９
．
髙
倉　

寛
視　

議
員

　
　
井
戸
試
掘
ボ
ー
リ
ン
グ
工
事
費
６
２
７
万
円
の
責
任
は

6778899

東
峰
村
の
介
護
保
険
料
に
対
す
る
考
え
は

村
長  

給
付
費
の
抑
制
を
図
っ
て
い
き
た
い

議
員　

高
齢
者
外
出
支
援
の
タ
ク
シ

ー
利
用
券
の
足
り
な
い
方
に
対
し
、さ

ら
に
支
給
で
き
な
い
か
。

保
健
福
祉
課
長　
タ
ク
シ
ー
利
用
券

は
月
８
枚
で
年
間
９６
枚
交
付
し
て
い
る
。

８０
％
以
上
利
用
し
て
い
る
方
が
２
名
、

平
均
利
用
率
が
２３
％
で
あ
り
、
今
後
の

利
用
状
況
を
見
て
い
き
た
い
。

議
員　

村
内
に
親
戚
縁
者
や
子
ど
も

が
い
な
い
高
齢
者
に
も
っ
と
外
出
の
サ

ポ
ー
ト
が
で
き
な
い
か
。

村
長　

相
談
等
が
あ
れ
ば
役
場
で
対

応
し
た
い
。

学
童
保
育
に
つ
い
て

議
員　

議
員
視
察
で
行
っ
た
長
野
県

や
岡
山
県
、近
隣
自
治
体
で
は
、学
童

保
育（
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
）が
実
施

さ
れ
て
い
る
。我
が
村
に
若
い
世
代
の

家
族
を
移
住
促
進
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

学
童
保
育
等
の
支
援
が
必
要
で
は
な
い

か
。

村
長　

学
童
保
育
の
実
施
に
は
厚
生

労
働
省
の
要
件
等
を
整
備
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。ま
た
、人
件
費
等
の
問

題
も
か
か
っ
て
く
る
の
で
、学
童
保
育

と
い
う
制
度
に
近
い
形
の
支
援
を
模
索

中
で
あ
る
。

議
員　
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
が
、本
格
稼

働
し
た
が
村
長
の
所
見
は
。　

村
長　

初
年
度
は
村
の
稲
作
面
積
の

約
半
分
を
占
め
る
利
用
が
さ
れ
た
の
で
、

大
変
良
か
っ
た
と
思
う
。ま
た
、ラ
イ

ス
セ
ン
タ
ー
の
充
実
を
図
る
こ
と
に
よ

り
耕
作
放
棄
地
の
減
少
や
、美
し
い
景

観
も
守
れ
る
と
思
う
。

議
員　

来
年
か
ら
倉
庫
を
建
設
し
育

苗（
水
稲
）に
取
り
組
む
が
、
農
業
機

械（
ト
ラ
ク
タ
ー
・
コ
ン
バ
イ
ン
等
）に

つ
い
て
は
、ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

村
長　

農
業
機
械
等
も
当
初
の
機
材

揃
え
と
し
て
村
が
支
援
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

本
格
稼
働
し
て
す
ぐ
に
建
屋

側
面
の
一
部
を
解
体
し
た
が
、原
因
は
。

農
林
観
光
課
長　

設
計
機
器
で
の
粉

塵
の
排
出
能
力
と
、実
際
設
置
し
た
機

器
の
能
力
に
相
違
が
あ
り
、緊
急
的
に

粉
塵
庫
の
開
口
面
積
を
確
保
し
た
た

め
。

議
員　
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
建

屋
不
具
合
の
要
因
は
ど
こ
か
。

村
長　
役
場
職
員
の
体
制
に
お
い
て
設

計
・
施
工
に
お
け
る
技
術
者
が
い
な
い

た
め
、管
理
監
督
体
制
に
不
備
が
あ
っ

た
と
考
え
る
。

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
建
屋
の
不
具
合
発
生
の
要
因
は

村
長  

役
場
の
体
制
に
不
備
が
あ
っ
た
も
の
と
思
っ
て
い
る

村
内
に
家
族
等
が
い
な
い
高
齢
者
へ
の
外
出
支
援
策
は

村
長  

役
場
に
相
談
し
て
い
た
だ
き
た
い

どうする粉塵対策（ライスセンター）

今後の学童保育は

全
戸
配
布
さ
れ
て
い
ま
す



議
員　

岩
屋
駅
前
の
整
備
計
画
と
岩

屋
公
園
の
景
観
支
障
木
の
伐
採
の
進

み
具
合
と
案
内
看
板
の
整
備
状
況
は
。

企
画
政
策
課
長　

保
安
林
解
除
の
許

可
が
出
る
ま
で
は
伐
採
に
か
か
れ
な
い
。

年
明
け
か
ら
Ｊ
Ｒ
の
整
備
に
移
っ
て
い

く
。

村
長　

予
算
を
計
上
し
て
村
内
の
看

板
も
改
修
な
り
整
備
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

獣
肉
処
理
施
設
建
設
に
つ
い
て

議
員　

旧
小
石
原
小
学
校
跡
地
に
建

設
予
定
の
獣
肉
処
理
施
設
の
処
理
内

容
と
能
力
は
。ま
た
、販
売
ル
ー
ト
は

確
立
さ
れ
て
い
る
の
か
。

建
設
水
道
課
長　

初
年
度
考
え
て
い

る
の
は
１
０
０
頭
。２
０
０
頭
程
度
の

処
理
能
力
は
あ
る
。

村
長　
ハ
ム
、ソ
ー
セ
ー
ジ
等
の
加
工

ま
で
は
考
え
て
い
な
い
。販
売
ル
ー
ト

に
つ
い
て
は
検
討
委
員
会
で
検
討
中
。

同
一
労
働
同
一
賃
金
に
つ
い
て

議
員　
一
般
職
員
と
臨
時
職
員
の
給
与

格
差
は
あ
る
が
、そ
の
金
額
は
。

総
務
課
長　
一
般
職
の
大
卒
初
任
給
月

額
は
１６
万
７
０
０
０
円
。臨
時
職
員
は

時
給
８
０
０
円
。

議
員　

給
与
格
差
解
消
の
た
め
の
村

の
考
え
は
。

村
長　

村
と
し
て
は
現
時
点
で
即
答

が
で
き
な
い
状
態
。

る
が
、森
林
組
合
は
人
手
が
少
な
い
状

況
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。山
の
再
生

は
重
要
な
課
題
で
あ
る
の
で
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
が
、現
状
で
は
体
制
作
り

を
構
築
す
る
の
は
ま
だ
時
間
を
要
す
る
。

岩
屋
駅
前
と
岩
屋
公
園
の
整
備
状
況
は

企
画
政
策
課
長  

保
安
林
解
除
の
許
可
が
出
る
ま
で
は
伐
採
に
か
か
れ
な
い

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業
の
機
器
増
設
は
で
き
な
い
か

村
長  

各
地
区
の
公
民
館
に
設
置
の
方
向
で
考
え
た
い

議
員　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
イ
レ
ー
ジ
事

業
に
お
い
て
、
役
場
や
い
ず
み
館
に
、

デ
ー
タ
転
送
機
器
の
設
置
を
予
定
さ

れ
て
い
る
が
、も
う
少
し
利
用
者
の
利

便
性
向
上
の
検
討
は
で
き
な
い
か
。

保
健
福
祉
課
長　

無
料
送
迎
バ
ス
を

利
用
し
て
い
た
だ
き
宝
珠
山
庁
舎
・
小

石
原
庁
舎
・
い
ず
み
館
で
の
デ
ー
タ
更

新
を
考
え
て
い
る
。保
健
師
に
よ
る
各

地
区
で
の
健
康
相
談
時
に
も
デ
ー
タ
の

更
新
を
併
せ
て
行
っ
て
い
き
た
い
。ま

た
増
設
も
考
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。

議
員　
２
週
間
に
一
度
役
場
等
に
出
か

け
る
と
な
る
と
面
倒
で
利
用
し
な
く
な

る
恐
れ
も
あ
る
。で
き
れ
ば
各
地
区
へ

の
設
置
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

村
長　

皆
さ
ん
が
健
康
づ
く
り
に
頑

張
ろ
う
と
の
機
運
に
な
っ
て
い
る
。

最
低
で
も
各
地
区
の
公
民
館
に
設
置

で
き
る
よ
う
に
考
え
て
い
き
た
い
。

議
員　

保
健
師
の
健
康
診
断
時
に
高

齢
者
が
、
簡
単
に
で
き
る
運
動
等
の

指
導
も
行
っ
た
ら
ど
う
か
。

保
健
福
祉
課
長　

そ
う
い
っ
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
組
ん
だ
も
の
を
紹
介
し
な

が
ら
指
導
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

国
道
２
１
１
号
線
の
危
険
個
所
の
対
策
は

議
員　

昨
年
１２
月
に
速
度
抑
制
を
講

じ
る
と
言
わ
れ
て
１
年
経
過
し
て
い

る
が
、
対
策
は
さ
れ
て
い
な
い
。
ど

の
よ
う
な
対
策
を
要
望
さ
れ
た
の
か
。

建
設
水
道
課
長　

県
土
事
務
所
に
、

次
年
度
要
望
を
毎
年
９
月
に
提
出
。

緊
急
性
が
あ
れ
ば
随
時
要
望
書
を
提

出
し
て
い
る
。

議
員　

国
道
２
１
１
号
線
は
村
民
に

と
っ
て
、
生
活
の
為
の
重
要
な
道
路

で
あ
る
。
事
故
等
に
巻
き
込
ま
れ
る

こ
と
が
無
い
よ
う
に
改
良
の
要
望
等

を
出
し
て
い
る
が
、
県
土
事
務
所
か

ら
の
回
答
は
。

建
設
水
道
課
長　

回
答
は
頂
い
て
お

り
、
で
き
る
箇
所
か
ら
実
施
し
て
い

る
。

議
員　
こ
の
カ
ー
ブ（
写
真
）は
勾
配

が
急
な
た
め
に
ス
ピ
ー
ド
が
出
る
の

で
、
今
年
に
な
っ
て
９
件
も
の
事
故

が
発
生
し
て
い
る
。
ど
う
い
っ
た
回

答
が
あ
っ
た
か
。

建
設
水
道
課
長　

県
は
道
路
上
に
波

状
の
舗
装
等
を
検
討
し
て
い
る
。

村
長　

当
該
区
間
は
道
路
構
造
令
に

基
づ
き
改
良
さ
れ
て
お
り
、
今
後
更

な
る
改
良
計
画
は
考
え
て
い
な
い
と

の
回
答
。
先
ほ
ど
担
当
課
長
が
答
弁

し
た
よ
う
な
改
良
を
県
土
事
務
所
に

要
請
し
て
い
く
。

村
長  

県
土
事
務
所
に
速
度
抑
制
等
を
再
度
要
望
し
て
い
く

事故多発の急カーブ

森林を預かって管理・整備

岩屋公園（熊野神社）

ウォーキングマイレージ機器

議
員　

林
業
の
振
興
に
お
け
る
村
の

取
り
組
み
は
。　

村
長　

森
林
環
境
税
を
使
っ
た
荒
廃

森
林
再
生
事
業（
県
補
助
）と
し
て
調

査
・
間
伐
・
除
伐
等
を
行
っ
て
い
る
。

議
員　
切
り
捨
て
間
伐
で
は
な
く
、利

活
用
す
る
仕
組
み
は
で
き
な
い
か
。

村
長　
村
内
で
の
活
用
の
仕
組
み
は
で

き
る
と
思
っ
て
い
る
。例
と
し
て
木
材

チ
ッ
プ
、薪
ボ
イ
ラ
ー
、木
製
玩
具
や

家
具
へ
の
間
伐
材
の
利
用
が
考
え
ら
れ

る
。

議
員　

山
林
所
有
者
と
村
が
管
理
協

定
を
結
び
、ま
た
、村
と
森
林
組
合
が

連
携
し
、計
画
的
に
育
林
、間
伐
を
促

す
仕
組
み
は
で
き
な
い
か
。

村
長　

森
林
組
合
等
と
協
働
で
森
林

の
再
生
を
図
っ
て
い
く
こ
と
は
重
要
だ

と
思
っ
て
い
る
。村
と
協
働
事
業
が
で

き
な
い
か
森
林
組
合
長
と
話
は
し
て
い

間
伐
材
を
利
活
用
す
る
考
え
は

村
長  

村
内
で
の
活
用
の
仕
組
み
は
で
き
る
と
思
っ
て
い
る

 



真庭市

鏡野町

津山市 奈義町

西粟倉村
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玉野市

倉敷市

岡山県岡山県

低
迷
し
て
い
る
林
業
を
ど
う
支
援
す
る
の
か

議
員　

荒
廃
森
林
再
生
事
業
の
進
捗

と
、こ
の
事
業
の
問
題
点
は
な
か
っ
た

の
か
。

村
長　
村
は
８５
％
が
森
林
で
あ
る
の
で
、

行
政
と
森
林
組
合
が
、い
か
に
協
働
し

て
再
生
出
来
る
の
か
打
ち
合
わ
せ
を
し

て
い
る
。

農
林
観
光
課
長　

計
画
面
積
の
７０
％

を
超
え
る
達
成
率
だ
が
、問
題
点
は
従

事
者
不
足
と
事
業
期
間
が
残
り
２
年

で
あ
る
こ
と
。

議
員　

林
業
の
低
迷
は
木
材
価
格
の

低
下
だ
が
、活
性
化
さ
せ
る
支
援
策
と

し
て
は
、搬
出
方
法
、森
林
情
報
、作

業
員
の
確
保
、鹿
被
害
対
策
な
ど
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

村
長　
森
林
再
生
に
つ
い
て
ど
う
あ
る

べ
き
か
が
一
番
大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
。

議
員
が
視
察
に
行
か
れ
た
西
粟
倉
村

の
手
法
も
あ
る
か
と
思
う
。

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

議
員　

農
事
組
合
法
人
に
今
後
ど
の

よ
う
な
支
援
が
出
来
る
の
か
。

村
長　

村
の
基
幹
産
業
は
農
業
と
い

う
認
識
は
揺
る
が
な
い
。初
期
投
資
に

つ
い
て
は
村
が
行
う
と
思
っ
て
お
り
、

育
苗
か
ら
穫
り
入
れ
ま
で
の
機
械
を

含
め
た
設
備
等
に
つ
い
て
整
え
て
い
き

た
い
。

村
長  

森
林
組
合
と
協
働
、
協
調
し
再
生
を
図
り
た
い

荒廃森林再生事業

井
戸
試
掘
ボ
ー
リ
ン
グ
工
事
費
６
２
７
万
円
の
責
任
は

議
員　
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
井
戸
試
掘

ボ
ー
リ
ン
グ
で
６
２
７
万
円
使
っ
て
い

る
。な
ぜ
、
水
の
出
な
い
所
を
掘
っ
た

の
か
。

農
林
観
光
課
長　

敷
地
の
周
辺
に
は

湧
水
も
あ
っ
た
の
で
、受
水
槽
の
近
い

位
置
と
い
う
こ
と
で
場
所
を
指
示
し
た
。

１
２
４ｍ
地
点
ま
で
掘
っ
た
が
水
は
出

な
か
っ
た
。

議
員　
結
局
、６
２
７
万
円
の
金
額
が

無
駄
に
な
っ
た
が
、村
長
と
し
て
責
任

は
ど
の
よ
う
に
と
る
の
か
。

村
長　

試
掘
と
い
う
形
で
工
事
を
発

注
し
て
い
る
の
で
、水
は
出
な
か
っ
た
が
、

妥
当
な
範
囲
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

企
業
誘
致
に
つ
い
て

議
員　
な
ぜ
、水
耕
栽
培
事
業
を
旧
宝

珠
山
小
学
校
に
誘
致
し
よ
う
と
し
て
い

る
の
か
。

村
長　

水
耕
栽
培
の
企
業
か
ら
提
案

が
あ
っ
た
。

議
員　

企
業
誘
致
で
村
民
の
方
を
雇

用
し
て
も
、１
年
２
年
で
倒
産
し
た
場

合
、仕
事
を
な
く
し
た
人
た
ち
に
行
政

は
ど
う
す
る
つ
も
り
か
。

村
長　

雇
用
の
責
任
問
題
と
い
う
の

は
、村
が
関
知
す
れ
ば
言
わ
れ
る
こ
と

は
分
か
る
が
、そ
れ
が
絶
対
条
件
に
な

る
か
と
、私
と
し
て
は
そ
う
じ
ゃ
な
い

と
思
う
。

村
長  

試
掘
工
事
な
の
で
妥
当
だ
と
思
う

ライスセンター井戸

　１０月２５日～２７日に岡山市で公民館を中心とした「ESDの取り組み」と西粟倉村で「百年の

森林事業」の視察を行いました。

岡山県　岡山市・西粟倉村

「百年の森林事業」
（西粟倉村）

西粟倉村：人口 1400人

面積 57.97㎢
森林面積９５%（人工林８５%）

　西粟倉村の「百年の森林事業」は村の特別会計で行
っており、国・県からの補助を利用しながら計画的に荒
廃森林の改善を行っている。村の資源である森林から
産業や仕事を生み出すという構想から、山林所有者と
村が管理協定を結び間伐材を森林組合や労務班と連携
をとり搬出間伐を行っている。 
　間伐材に関しては積極的に村内で活用し、木工製品
や薪ボイラー燃料として利活用している。
　また、森林の事業を始めてから、移住者が１００人を
超え、それに伴い森林関係以外の新規事業者も増え、
村における経済効果が現れてきている。 

岡山市ESDプロジェクト
「 E え～ものを  S 子孫の  D 代まで」

　気候変動による自然災害の増大、格差や貧
困の拡大など、私たちの周りで起きている問
題は、毎日のくらしや仕事を通してかかわっ
ています。ESD（持続可能な開発のための教 
育）は、将来の世代のことを考え、今の問題に
取り組み、大切なものを伝えるために、様々
な学びと活動が行われること。岡山市では地
域の拠点である公民館を中心に取り組まれて
います。

　灘崎公民館では、７つのテーマ（IT、青少
年健全育成、環境、高齢者活動、健康、新
たな共生のまちづくり、安全・安心なまち
づくり）を持って公民館活動に取り組まれ
ています。その中でも、地域の歴史マップ
づくりや昔から伝わる民話の映像化など、
住民の方が集まり次の世代に残す活動を
中心に取り組まれており、むらづくりで最
も大切なことは「住民の心を豊かにする活
動・取り組み」ではないかと感じました。

間伐材の集積状況

民話の映像化の様子

「ESDを実践する公民館を
                    見学しました」

ESDの研修



初
春
の
お
喜
び
を

　
　
申
し
上
げ
ま
す

　

あ
っ
と
い
う
間
に
一
年
が
過
ぎ
、

村
民
の
皆
様
に
手
に
取
っ
て
い
た

だ
け
る
広
報
紙
に
な
っ
て
い
る
か

と
自
問
自
答
し
な
が
ら
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　

お
陰
様
で
昨
年
全
国
議
会
広
報

コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
奨
励
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

気
持
ち
を
新
た
に
益
々
、
皆
様

の
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
紙
面

づ
く
り
に
ま
い
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

編
集
後
記

議
会
広
報
特
別
委
員

　

委
員
長　

 
 

高
橋　

弘
展

副
委
員
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黒
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隆
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長
澤　

貞
義

　
　
　
　

 

　

 

伊
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均

　
　
　

 

　
　

 

柳
瀬　

弘
光

発
行
責
任
者

　

議　

長　

 
 

大
蔵　

久
徳

4
7
号

平
成
２
9
年
1
月
１
５
日
発
行

発
行
／
東
峰
村
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会

〒８３８
―
１７９２

　
福
岡
県
朝
倉
郡
東
峰
村
大
字
宝
珠
山
６４２５
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ＦＡ
Ｘ
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）２０３８

　

定
例
会
閉
会
後
、
１２
月
１6
日
に
東

峰
学
園
の
３
、
５
、
６
年
生
と
の
給

食
交
流
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
給
食
で
も
東
峰
村
の
農

産
物
も
多
く
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

村
か
ら
の
補
助
を
行
っ
て
東
峰
村
の

お
米
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

食
事
の
際
に
は
、
給
食
の
食
材
に

つ
い
て
子
ど
も
た
ち
が
校
内
放
送
を

行
っ
て
お
り
、
村
の
農
産
物
の
勉
強

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
村
を
支
え
る
子
ど
も

た
ち
か
ら

元
気
を
も

ら
い
、
新

た
な
気
持

ち
で
議
会

活
動
に
取

り
組
ん
で

ま
い
り
ま

す
。 子

ど
も
た
ち
の

笑
顔
に
囲
ま
れ
て

〜
給
食
交
流
会
〜

　

昨
年
１２
月
定
例
会
会
期
中

の
１２
月
６
日
に
東
峰
学
園
の

６
年
生
１８
名
が
議
会
傍
聴
に

訪
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
の
見
学
で
し
た

の
で
難
し
い
話
も
あ
っ
た
か

と
思
い
ま
す
が
、真
剣
な
様
子

で
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
聴
い

て
い
ま
し
た
。

　

一
時
間
弱
の
傍
聴
で
し
た

の
で
、議
会
の
様
子
は
ほ
ん
の

一
部
し
か
感
じ
取
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
議
員
と
行
政
と
の

質
疑
の
模
様
な
ど
を
勉
強
で

き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

傍
聴
す
る
姿
は

真
剣
そ
の
も
の

〜
東
峰
学
園
６
年
生
議
会
傍
聴
〜


